
特別支援教育の推進について 

参考資料 

 

 

パーソナルカルテの活用について【概念図】            Ｐ１ 

 

中学校から高等学校への支援情報の引継ぎについて【概念図】    Ｐ２ 

 

県立かがやき特別支援学校のセンター的機能について（案）【概念図】 Ｐ３ 

 

通級による指導担当教員等専門性充実事業【概念図】        Ｐ４ 

 

三重県特別支援教育推進基本計画【概要版】            Ｐ５ 

 

三重県教育施策大綱 

６ 自立と社会参画をめざした特別支援教育の推進         Ｐ７ 

 

指標と具体的取組                        Ｐ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















19 

 

 

 

基本的な取組方向 

 

 

 

 

 

 

主な取組内容 

 

１ 幼稚園・認定こども園・保育所、小・中・高等学校、特別支援学校間で指導・支援に必要な

情報が確実に引き継がれるよう、パーソナルカルテ*16を活用した支援体制の充実を図ります。 

 

２ 発達障がい児等への早期発見・支援に向けて、支援ツールである「ＣＬＭ（Check List 

in Mie）と個別の指導計画」の幼稚園・認定こども園・保育所への導入を促進します。 

 

３ 全ての子どもたちが「学ぶ喜び」「わかる楽しさ」を実感できるよう、授業のユニバー

サルデザイン化を図るとともに、障がいのある子どもへの合理的配慮の提供を進めます。 

 

４ 障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたちが、可能な限り同じ場で共に学ぶこ

とができるよう、交流および共同学習を進めます。 

 

５ 特別支援学校卒業後も地域の中で安心して、自分らしく暮らしていけるよう、計画的・

組織的にキャリア教育を進め、進路希望の実現と地域生活への円滑な移行を図ります。 

 

６ 特別支援学校高等部の企業就労については、生徒本人の適性を十分に把握した上で、適

した職種・業務と必要な支援の方法を企業に提案する形の職場開拓を行います。 

 

７ 小・中・高等学校の教員の特別支援教育に係る専門性が向上するよう、特別支援学校の

センター的機能の活用や特別支援教育コーディネーターへの研修支援等を進めます。 

 

８ 三重県立子ども心身発達医療センターおよび三重県立かがやき特別支援学校を新たに

整備し、医療、福祉、教育が連携した専門性の高い支援を行います。 

                                                   

*16 パーソナルカルテ：子どもおよび保護者が必要な情報（生育歴等）を記入して作成するファイル。日

常的な管理も本人・保護者が行い、学校や関係機関等から提供を受けた情報（個別の教育支援計画、個

別の指導計画、母子手帳、お薬手帳等）を追加して綴じ込んでいくファイル形式。 

６ 自立と社会参画をめざした特別支援教育の推進 

障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたちが可能な限り同じ場で共に学

ぶインクルーシブ教育システムの構築を進めるとともに、一人ひとりの教育的ニーズ

に応じて、子どもたちの自立と社会参画のために必要な力を育みます。 
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９ 三重県立特別支援学校東紀州くろしお学園（本校）、三重県立松阪地域特別支援学校（仮

称）の整備を進めます。 

 

10 在籍する子どもたちの増加や車両の老朽化に対応したスクールバスの配備と更新を進

めるとともに、特別支援学校の計画的な施設改修等を行います。 

 

11 発達支援が必要な子どもが身近な地域で健やかに成長できるよう、市町等と連携し、早

期発見と成長段階に応じた適切な支援が途切れることのない体制の構築をめざします。 

 

12 保健・福祉・教育の機能が連携した市町の総合支援窓口との連携を強化するとともに、

専門性の高い人材の育成のための研修受入れや巡回指導による技術的支援を行います。 

 

 

  








